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1.図に示すように流体がタンクより水平の直管を通して流出している。流量を 0.378/minとし

て次の値を求めよ。

(1)流れが層流であることを確かめよ。

(2)動粘性係数をも求めよ。

2. 20oC の水が水平の環状管内を毎分 378l の割合で流れている。環状管の外径が 10cmϕ,内径

が 7.6cmϕとしたときき、30m当たりの損失水頭を求めよ。ただし、ν = 10.06×10−3dm2/s, e =

0.025cmとする。

3. 図に示すような管路でポンプの吐出量を 0.2m3/s とすればポンプの出力はいくらになるか。

またエネルギー線を画け。ときの流量を求めよ. ただし水の動粘性係数は 0.01cm2/s とする.

（Moody diagram 使用可）
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(解)

1.
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Hence the flow is laminar.
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3.

(0 + 0 + 6) +Hp −Hf = (0 + 0 + 23)
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, v1 = 1.20 m/s, v2 = 2.83 m/s

Hf = 2899.3, Hp = 17 + 2899.3 = 2916.3

P = γQHp = 583.26× 103 [kg −m/s]


